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臨時号
平成19年6月1日

編集・発行

議会だより編集委員会

電話（22）０６１２

富士吉田市議会事務局

議
　
長

勝

俣

　

進

副
議
長

戸

田

　

元

市
民　
の　
皆
様
に　
は　
、　
平
素
よ
り
市
政
に
対
し
深　
い　
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り　
、　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す　
。　

今
般　
の　
統
一
地
方
選
挙
に
お　
い　
て　
、　
新
た　
に
選
出
さ　
れ
た
議

員
に
よ
る
初　
の　
議
会
に
お
き
ま　
し　
て　
、　
議
員
各
位　
の　
ご
推
挙
に

よ
り
私
た　
ち
両
名
が
議
長
並
び　
に
副
議
長　
の　
重
責
を
担
わ
せ　

て　
い　
た　
だ
く　
こ　
と　
と
な
り　
、　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
存
ず
る　
と　

と
も　
に　
、　
そ　
の　
職
務　
の　
重
大
さ
を
痛
感
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
あ

り
ま
す　
。　

ご
承
知　
の　
よ
う
に　
、　
日
本　
の　
経
済
情
勢
は
回
復
傾
向
に
あ　

る　
と　
は　
い　
え
、　
地
方
で　
は
依
然
厳
し　
さ　
の　
残
る
も　
の　
と
予
想
さ　

れ
、　
行
財
政
改
革　
の　
積
極
的
な
推
進
が
叫
ば
れ　
て　
お
り
ま
す　
。　

こ　
の　
よ
う
な
中
、　
本
市
は
演
習
場
対
策
、　
産
業
経
済　
の　
活
性

化
、　
少
子
高
齢
化
対
策
、　
教
育
文
化　
の　
向
上
な
ど
重
要
な
課
題

が
山
積　
い　
た　
し　
て　
お
り
ま
す　
。　

こ　
れ
ら　
の　
施
策　
の　
推
進　
・　
諸
課
題　
の　
解
決　
の　
た　
め　
、　
執
行
機

関
と　
と
も　
に
専
心
努
力
し　
、　
議
論
を
通
し　
て
市
民
福
祉　
の　
向
上

と
市
勢
伸
展　
の　
た　
め
全
力
を
傾
注
し　
て　
ま　
い　
る　
こ　
と　
が　
、　
私
た　

ち
議
会
に
課
せ　
ら
れ
た
責
務
で　
あ　
る　
と
考
え　
て　
お
り
ま
す　
。　
市

民　
の　
皆
様　
の　
期
待
に
応
え
ら
れ
る
議
会
運
営
を
目
指
し　
て　
、　
万

全
を
期
し　
て　
ま　
い　
る
所
存
で　
あ
り
ま
す　
の　
で　
、　
今
後
と
も
一
層　

の　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願　
い　
申
し
上
げ
ま　

し　
て　
、　
就
任　
の　
ご
あ　
い　
さ　
つ　
と　
い　
た　
し　
ま
す　
。　

就
任
あ
い
さ
つ

h t t p : / / w w w . c i t y . f u j i y o s h i d a . y a m a n a s h i . j p / d i v / g i k a i / h t m l / i n d e x . h t m l

五
月
臨
時
会

新
議
会　
の　
構
成
決
ま　
る　
。　
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① 当選回数

② 会 派

③ 住 所

④ 電 話

20番
松 野 貞 雄

①6回
②無会派
③大明見155-1
④24-0564

12番
加々美 宝

①3回
②市民フォーラム
③大明見1102
④22-5756

3番
秋 山 晃 一

① 1回
② 無会派
③ 上吉田5-12-7
④ 22-5994 

4番
渡 辺 幸 寿

① 1回
② 市民ネット21
③ 新倉236
④ 22-4861

11番
渡 辺 忠 義

① 3回
② 市民ネット21
③ 下吉田879
④ 23-6439

10番
佐藤みどり
① 3回
② 市民ネット21
③ 上吉田5-8-11
④ 22-1819

18番
太 田 利 政

① 6回
② 市民フォーラム
③ 下吉田4121
④ 24-5700

19番
渡 辺 嘉 男

① 6回
② 浄政会
③ 旭2-14-15 
④ 22-1806

5番
及 川 三 郎

① 1回
② 市民ネット21
③ 上吉田3-15-16
④ 24-1636

（
議
席
順
）
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1番
横 山 勇 志

① 1回
② 無会派
③ 上吉田4508-31
④ 22-1115

2番
勝 俣 米 治

①1回
②浄政会
③上暮地4-13-5
④22-3025

9番
渡 辺 孝 夫

① 3回
② 市民フォーラム
③ 旭3-11-3
④ 23-6551

8番
宮 下 正 男

① 3回
② 市民ネット21
③ 上吉田3723-20
④ 23-3284

7番
渡 辺 利 彦

① 3回
② 浄政会
③ 下吉田5472
④ 22-1888

6番
戸 田 　 元

①3回
②浄政会
③上吉田5540-6
④22-1647

13番
勝 俣 　 進

①4回
②市民ネット21
③小明見2263-8
④23-2611

14番
宮 下 　 豊

①4回
②無会派
③大明見1125
④22-0340

15番
渡 辺 信 隆

① 5回
② 無会派
③ 旭2-10-9
④ 22-3526

16番
奥 脇 和 一

① 5回
② 浄政会
③ 松山3-6-24
④ 23-5130

17番
土 橋 舜 作

① 5回
② 市民ネット21
③ 小明見2186
④ 22-2423
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員
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吉
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ケ
村
恩
賜
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組
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利　
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○
議
会
選
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監
査
委
員宮　

下　
　　
豊　

平　
成　
十　
九　
年　
五　
月　
八　
日　
付　
で　
、　
会　

派　
の　
結　
成　
の　
届　
出　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
に　
よ　
り　
、　
会　
派　
別　
人　
員　
構　
成　

は　
次　
の　
通　
り　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

（　
◎　
印　
は　
会　
派　
代　
表　
で　
す　
。　）　

○　
市　
民　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
（　
三　
名　
）　

◎　
太　
田　
利　
政　

加　
々　
美　
宝　

渡　
辺　
孝　
夫　

○　
市　
民　
ネ　
ッ　
ト　
21
（　
七　
名　
）　

◎
土
橋
舜
作

勝
俣

進
　
渡
辺
忠
義

佐
藤
み
ど
り
　
宮
下
正
男

及
川
三
郎
　
渡
辺
幸
寿

○　
浄
政
会　
（　
五　
名　
）　

◎
渡
辺
嘉
男

奥
脇
和
一
　
渡
辺
利
彦

戸
田
　
元
　
勝
俣
米
治

○　
無
会
派　
（　
五　
名　
）　

松
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貞
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渡
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豊
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晃
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横
山
勇
志
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会
派
の
届
出

議案番号 件 名 結果 内 容

報告第 1号 専決処分報告について 承 認 平成18年度一般会計補正予算（第８号）において、今回歳入歳出にそれぞれ401万８千円を追
加し、総額を192億2,947万4千円としたもの

報告第 2号 専決処分報告について 承 認 市税条例の一部改正の専決処分報告でありまして、地方税法の一部を改正する法律の施行に伴
い、住宅のバリアフリー改修に伴う固定資産税の減額措置の創設など、所要の改正を行ったもの

報告第 3号 専決処分報告について 承 認 国民健康保険税条例の一部改正の専決処分報告でありまして、地方税法施行令の一部を改
正する政令の施行に伴い、基礎課税額の限度額について、所要の改正を行ったもの

報告第 4号 専決処分報告について 承 認 平成18年度一般会計補正予算（第９号）において、今回歳入歳出にそれぞれ4,046万２千円を
追加し、総額を192億6,993万６千円としたもの

報告第 5号 専決処分報告について 承 認 平成18年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）において、今回歳入歳出からそれぞれ
1,580万円を減額し、総額を15億2,336万４千円としたもの

議案第47号 富士吉田市消防団員等 可 決 富士吉田市消防団員等公務災害補償条例の一部改正でありまして、非常勤消防団員等に係る
公務災害補償条例の 損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令の施行に伴い、補償基礎額の加算額を
一部改正について 引き上げるための改正を行なうもの

議案第48号 訴えの提起について 可 決 自動車事故による損害賠償債務に関する債務不存在の確認及び市職員は相手方に対して本
件自動車事故による損害賠償債務のないことの確認を求める訴えの提起でありまして、地方自
治法第96条第１項第12号の規定により議会の議決を要するもの

議案第49号 富士吉田市副市長の 同 意 富士吉田市副市長に小俣善熙氏（富士河口湖町船津4338番地）を選任するもの
選任について

議案第50号 富士吉田市固定資産評価 同 意 富士吉田市固定資産評価員に新田浩氏（緑ヶ丘１丁目1番７号）を選任するもの
員の選任について

（追加議案）

議案第51号 富士吉田市教育委員会 同 意 富士吉田市教育委員会委員に和光　泰氏（松山3丁目4番14号）を任命するもの
委員の任命について

議案第52号 富士吉田市監査委員の 同 意 富士吉田市監査委員に宮下　豊氏（大明見1125番地）、羽田淳之介氏（下吉田88番地）、
選任について 三浦　剛氏（緑ヶ丘2丁目1番8号）を選任するもの

第３回臨時会審査結果

平　
成　
十　
九　
年　
第　
三　
回　
臨　
時　
会　
は　
、　
五　
月　
十　
八　
日　
に　
一　
日　
間　
の　
会　
期　
で　
開　
か　

れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
臨　
時　
会　
は　
、　
統　
一　
地　
方　
選　
挙　
に　
お　
け　
る　
議　
員　
の　
改　
選　
後　
初　
め　
て　
の　
議　

会　
で　
あ　
り　
、　
正　
副　
議　
長　
選　
挙　
を　
は　
じ　
め　
、　
各　
委　
員　
会　
委　
員　
の　
選　
任　
、　
富　
士　
吉　

田　
市　
外　
二　
ケ　
村　
恩　
賜　
県　
有　
財　
産　
保　
護　
組　
合　
会　
議　
員　
並　
び　
に　
富　
士　
五　
湖　
広　
域　

行　
政　
事　
務　
組　
合　
議　
会　
議　
員　
及　
び　
山　
梨　
県　
後　
期　
高　
齢　
者　
医　
療　
広　
域　
連　
合　
議　
会　

議　
員　
の　
選　
挙　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
市　
長　
よ　
り　
提　
出　
さ　
れ　
た　
専　
決　
処　
分　
報　
告　
や　
、　
副　
市　
長　
の　
選　
任　
、　
教　

育　
委　
員　
の　
任　
命　
及　
び　
監　
査　
委　
員　
の　
選　
任　
な　
ど　
の　
市　
長　
提　
出　
議　
案　
を　
審　
査　
し　
、　

す　
べ　
て　
承　
認　
、　
可　
決　
、　
同　
意　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
結　
果　
、　
副　
市　
長　
に　
小　
俣　
善　

氏　
、　
教　
育　
委　
員　
に　
和　
光　
　　
泰　
氏　
、　
監　
査　
委　
員　
に　
羽　
田　
淳　
之　
介　
氏　
、　
三　
浦　
　　
剛　

氏　
が　
決　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
議　
会　
選　
出　
の　
監　
査　
委　
員　
に　
は　
、　
宮　
下　
　　
豊　
議　
員　
が　
選　
ば　
れ　
ま　
し　
た　
。　

新
し
い
議
会
構
成
の
紹
介


